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４．河川整備計画の目標 

４．１ 洪水・高潮等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標 

○洪水等に関する目標 

－人々が安全・安心に暮らせる芦田川に－ 

洪水に対して被害を防止又は軽減できるよう、ハード対策とソフト対策を 

一体的かつ計画的に進めます。 

 

長期的な治水目標である芦田川水系河川整備基本方針で定めた目標を達成するために

は、多大な時間を要するため、上下流や本支川バランスの整合性を図りつつ、段階的な整

備により洪水等による浸水被害の防止又は軽減を図ります。 

 本計画における整備目標は、資産の集積度や将来の気候変動による降水量の増大及び再

度災害防止の観点等を踏まえ、府中市街地より下流部においては、平成 30 年 7 月豪雨に

よる洪水と同規模の洪水に対し、浸水被害の防止を図ることとします。 

 また、府中市街地より上流部の山間部においては、平成 30 年 7 月豪雨による洪水と同

規模の洪水に対し、家屋の浸水被害の防止を図ることとします。 

整備目標流量としては、基準地点山手での流量 3,000m3/s のうち、流域内の既設洪水調

節施設により 600m3/sを調節し、基準地点山手において 2,400m3/sとします。 

想定し得る最大規模の洪水を含めて、施設の能力を上回る洪水等が発生した場合におい

ても、避難確保ハード対策とソフト対策を一体的・計画的に推進し、人命・資産・社会経

済の被害をできる限り軽減できるよう努めます。 

地震及び津波対策については、東海・東南海・南海地震等の想定される最大クラスの地

震動に対して、河川管理施設の被害の防止又は軽減を図ります。なお、地震及び津波対策

により、比較的発生頻度の高い津波による災害の発生の防止を図ることが可能となります。 

   

河川名 
整備目標流量 

(m3/s) 
地点名 備 考 

芦田川 
1,700 府中  

2,400 山手 基準地点 

高屋川 440 御幸  

 

河川名 
整備目標流量 

(m3/s) 
地点名 備 考 

芦田川 1,400 府中  

表 4-1-1 府中市街地より下流区間における整備目標流量 

表 4-1-2 府中市街地より上流区間における整備目標流量 
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～将来の気候変動による降雨量の増大を踏まえた目標設定～ 
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※府中市街地より上流区間については、府中地点 1,400m3/s を整備目標流量とする。 
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図 4-1-1 河道整備流量図 

将来の気候変動により気温が

2℃上昇した場合には、治水計画の

目標とする降雨量が約 1.1 倍に増

加し、洪水時の流量が約 1.2 倍、洪

水の発生頻度が約 2 倍になると見

込まれています。 

このため、降雨量の増加が生じ

た場合においても、現在進めてい

る治水対策の治水安全度が確保さ

れるよう目標設定を行うもので

す。 

※気象庁発表「（「平成 30年 7月豪雨」及び 7月中旬以降の記録的な高温の特徴と要因について）によると、

平成 30年 7月豪雨には気候変動に伴う水蒸気量の増加の寄与もあったと考えられる」としている。 
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４．２ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

○水利用に関する目標 

―ふるさとの豊かな暮らしを支える芦田川に― 

八田原ダム・芦田川河口堰による水の補給と関係機関との協力により、 

生活・産業等に必要な水の安定的な確保に努めます。 

 

 水利用に関しては、芦田川流域における安定した水供給を継続するため、広域的かつ合

理的な水利用の促進を図ります。また、農業用水や都市用水の取水といった利水の現況、

動植物の保護、漁業、景観、流水の清潔の保持を考慮した流水の正常な機能を維持するた

めに必要な流量を確保するよう努めます。 

 これらを考慮し、目標とする流量は、基準地点山手で概ね 1.2m3/sとします。 

この目標流量を確保するために、八田原ダム等の既存施設による補給や適正な水利使用

の維持・促進、水利使用者相互間の水融通の円滑化、河川情報の公開・提供の強化や地域

住民への啓発活動等によって、節水意識の向上を図り、目標流量の確保に努めます。 

 

 

河 川 名 
目  標  流  量 

基準地点名 流量（m3/s） 

芦 田 川 山  手 1.2 

    

表 4-2-1 流水の正常な機能を維持するために必要な流量 
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４．３  河川環境の整備と保全に関する目標 

○河川環境に関する目標 

 

⑴ 自然環境の保全 

河川改修にあたっては、清浄で多様な生物がみられるような河川本来の自然環境が保全

されるように動植物の生息・生育・繁殖環境の保全、改善に努めます。 

とくに、芦田川下流部においては、陸域と水域の生物生息環境をつなぐなだらかな水際、 

浅場に抽水植物、沈水植物が生育し、小魚等が生息する河川らしい自然環境が少ないこと

から、河岸植生帯等自然豊かな河岸整備に努めます。 

        

⑵ 快適に利用できる河川空間の整備・保全 

水とのふれあい、自然環境・景観を活かした散策やレクリエーション活動といった河川

空間でなければ果たせない機能を優先し、河川空間の有限性と社会的要請との調整を図り

つつ河川全体として調和のとれたものとします。地域の交流の場として多くの人々が自由

に、安心して、快適に利用できる河川空間の整備・保全に努めます。 

また、河川空間を利用したイベントや流域全体での美化啓発活動等を支援することによ

り、地域住民等が主体となった河川利用、河川環境保全の取り組み、芦田川水系全体での

水環境の保全や地域の活性化等に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 環境学習の場としての利便性・快適性の向上 

河川空間は多様な生物の生息・生育・繁殖環境となる等、自然環境学習の適地であるこ

とから、より快適に利用できる河川空間の提供を行えるように、水質と親水性の改善を目

指します。 

また、府中市街地より上流には、渓谷美を味わいながら体験学習するのに適した場所も

―ふるさとの豊かな自然と歴史をはぐくむ芦田川に― 

利用しやすい河川空間を整備するとともに、川らしい自然環境の創出 

を目指します。 

写真 4-3-1 高水敷の日常的な利用風景 
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あり、そのような環境が積極的に活用されるように必要な整備を行うとともに、安心して

利用できる河川環境を維持します。さらに、地域の歴史・文化施設や公園緑地等との一体

的ネットワーク利用が図れるよう関係機関との調整を図ります。 

 

◆ 河川環境の整備と保全を図るためのブロック別基本方針 

 河川環境の整備と保全を図るため、河川空間を流域及び河川の特性に応じて区分し、ブ

ロック毎の基本方針を次のように定めます。 

  なお、整備にあたっては上下流の状況等を考慮しながら、ブロック区分のみにとらわれ

ることなく柔軟な対応を行います。 

⑴ 水域空間 

 水域空間は、高水敷や河岸と一体となって河川空間の魅力を形成していますが、本来、

治水・利水機能並びに水環境の保全が優先されるべき空間であります。また、流水により

常に変動する空間でもあることから、治水・利水並びに環境保全目的以外の人工的改変を

行わず、あるがままの自然を楽しむ空間を目指します。 

 

⑵ 陸域空間 

1) 河口ブロック       

テーマ：「人々のふれあいと水上スポーツの空間」 

 芦田川河口堰より上流は静水性を生かした水上スポーツが盛んであり、下流は広々とし

た開放的空間を利用して、釣り場等の利用がなされています。河口堰西側には総合運動場

が位置し、これらの施設と一体となったスポーツ・レクリエーション空間を目指します。 

 

2) 都市ブロック       

テーマ：「歴史と川辺の交流空間」 

「草戸千軒町遺跡」、「明王院」、「草戸稲荷」等歴史的資産を生かした歴史と川辺のふれ

あいの場を目指します。また、広大な河川敷を利用し、交通の便も良いことから、広域な

住民を対象とした多目的交流空間を目指します。 

 

3) 都市近郊ブロック     

テーマ：「水と親しむ憩いの空間」 

 福山市、府中市にまたがるブロックで、河川を中心に都市化が進んでおり、河川が住宅

地と隣接して流れ、川が暮らしに近いブロックです。そこで、沿川住民にとって日常的に
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最も身近なうるおい空間とし、人々が親しみ憩う空間を目指します。 

 

4) 田園ブロック 

テーマ：「自然に満ちた清流空間」 

 豊かな緑と清らかな水に恵まれた田園牧歌的な、この地方の風景の特徴を生かすよう自

然環境を保全し、親水活動等人々のふれあいの場として憩える水辺空間を目指します。 

 

5) ダム湖ブロック 

テーマ：「水と緑の快適レクリエーション空間」 

 自然との調和を図りつつ、地域と一体となってダム湖特有のリゾート機能の増進を図り、

水と緑の憩いの空間を目指します。 

 

 

 

図 4-3-1 河川環境の整備と保全に関するブロック別基本方針 
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～草
くさ

戸
ど

千 軒 町
せんげんちょう

遺跡
いせき

～ 

草戸千軒町遺跡は，鎌倉時代から室町時代にかけての 港
みなと

と市
いち

の遺跡です。江戸時代には，地元の人々に「草戸

千軒」という名前で語り伝えられ，『備陽六郡志』を始めとする地誌に「草戸千軒」と記される「町」が，これに当たりま

す。 

 大正
たいしょう

15 年（1926），福山市街地を洪水から守るため，芦田川の流路を付け替える工事が始まると，石塔
せきとう

・古銭
こ せ ん

・

陶磁器
と う じ き

などが大量に出土しました。しかし，発掘調査が行われることはなく，「草戸千軒」の「町」の 跡
あと

は 中州
なかす

として

川の中に孤立することになりました。 

 昭和
しょうわ

36 年（1961），初めての 発掘
はっくつ

調査
ちょうさ

が福山市教育委員会によって行われました。芦田川の中州に「草戸千軒」

の「町」の跡が存在することが，学術的に確認されました。 

 昭和42年（1967）に芦田川が一級河川になると，建設省（現在の国土交通省）によって河川整備の一環として遺跡の

ある中州を 掘削
くっさく

することが計画されました。広島県教育委員会では，掘削によって遺跡が破壊される前に発掘調査

を実施するための専門機関として，昭和 48 年（1973）に「草戸千軒町遺跡調査所」（後に「草戸千軒町遺跡調査研究

所」と改称）を設置しました。以後，平成 6 年（1994）まで発掘調査を継続しました。 

 23 年に及ぶ発掘調査によって，「草戸千軒」の「町」の様子や中世の民衆生活の実態，そして福山城下町建設以前

の芦田川河口地域の状況など，様々なことが明らかになり，この「町」は瀬戸内海に面した港町・市場町として成立・発

展し，芦田川下流域における地域経済拠点の一つであったことが分かりました。そして，16 世紀初頭には「町」は港町

としての役割を終え，急速に衰退しました。江戸時代に洪水によって壊滅したと記録される百年以上も前のことです。 

このような成果を基に，平成元年（1989）11 月，福山城公園の一角に「広島県立歴史博物館」が開館しました。100

万点に及ぶ出土資料は，広島県立歴史博物館で保管されています。平成 16 年（2004）には，出土資料のうち 2,930 点

が「広島県草戸千軒町遺跡出土品」として国の重要文化財に指定されました。 

 発掘調査終了後，芦田川の中州の大部分は掘削され，消滅しています。しかし，河川敷や川の外側にも「草戸千軒」

の「町」は広がっています。 

 

 

文・写真・図：広島県立歴史博物館  

実物大復元模型 草戸千軒の町の推定される位置 
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小水呑橋地点 

中津原地点 

山手橋地点 

府中大橋 

図 4-3-2 環境基準点及び類型指定状況 

 

川北地点 
上戸手地点 

八田原 

貯水池湖心 

湖沼 A､湖沼Ⅲ 

横尾地点 

○水質に関する目標 

 

河川の水質改善は河川事業、下水道事業、流域対策と連携・協力して実施する必要があ

ることから、「芦田川下流水質浄化協議会」において、河川管理者、下水道事業者、地域住

民等が一体となって、概ね５年ごとの具体的な行動計画を定め、環境基準の達成を目指し

ます。 

河川事業としては、本川への流入負荷量の低減や湛水域の水交換の促進、自然が本来持

つ浄化機能の回復を図ります。これらによって、芦田川河口堰の湛水域を含む高屋川より

下流部において、魚類のへい死や異臭の発生、湛水域のアオコ等の藻類の異常発生等によ

って、河川管理施設の管理や河川空間の利用等に支障をきたすことがないように努めます。 

また、高屋川合流部から八田原ダム直下流部までの区間については、概ね環境基準を満

足していることから、現状の水質が維持できるように努めます。さらに、八田原ダムにお

いては、経年的にアオコの発生がみられることから貯水池の富栄養化の抑制を図ることに

より、アオコの発生頻度が少なくなるように努めます。 

これらにより健全な物質循環を促進し、多様な生物が生息できるような良好な水環境の

確保に努めるとともに、河川事業として環境基準の早期達成に寄与できるように努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―人々が集い、水にふれ、親しめる芦田川に― 

魚類のへい死や異臭の発生、アオコ等の藻類の異常発生等によって、 

施設管理や空間利用に支障をきたさないように、良好な水環境の確保 

に努めます。 


	4.1治水の目標+
	4.2利水の目標
	4.3河川環境の目標
	～～


